
こ
こ
ろ
、
ひ
と
つ
に

石岡の今を伝える　
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人の動き【2018/10/1 現在】

　　　　75,454 人（－ 43）
男　　　37,503 人（－ 23）
女　　　37,951 人（－ 20）
世帯数　30,803 世帯（＋ 21）
（　）内は前月との比較

市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生　26　    転入　168

死亡　78　    転出　159



岡
に
来
る
た
び
に
、
人
の
温
か
さ
を

感
じ
ま
す
―
。
祭
り
の
最
終
日
、
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
獅

子
舞
音
楽
祭
に
は
、
石
岡
市
ふ
る
さ
と
大
使
の

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
Ｍ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
の
フ
ァ
ン
が
全
国
か
ら

集
ま
り
ま
し
た
。
四
国
か
ら
来
た
女
性
は
「
今
年

の
お
ま
つ
り
で
石
岡
に
来
た
の
は
４
回
目
。
ま
た

必
ず
、
来
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

15
年
に
一
度
、
巡
り
来
る
年
番

　

年
番
と
は
仮
の
お
宮
で
あ
る
御お

か
り
や

仮
殿
を
建
て
、

常
陸
國
總
社
宮
の
御
祭
神
を
迎
え
る
と
い
う
役
割

で
、
15
町
内
が
一
年
交
代
で
担
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
最
高
の
人
出
を
記
録
し
た
平
成
最
後
の
年

番
は
、
世
帯
数
１
６
８
軒
の
幸
町
。
昨
年
７
月
に

祭
典
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
準
備
に
費
や
し
た
時

間
は
１
年
以
上
。何
度
も
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
て
、

こ
の
日
を
迎
え
ま
し
た
。

祭
り
が
も
つ
、
力

　

今
年
の
御
神
輿
の
巡
行
は
、
4.7
㎞
に
わ
た
り
ま

す
。
御
神
輿
の
前
に
は
、
道
案
内
の
猿
田
彦
や
露

払
い
の
さ
さ
ら
と
幌
獅
子
、
後
ろ
に
は
29
町
内
の

幌
獅
子
が
連
な
る
、
総
勢
２
０
０
０
人
も
の
大
行

列
が
続
き
ま
す
。

　

御
神
輿
は
午
後
２
時
過
ぎ
に
總
社
宮
を
出
御

し
、
御
仮
殿
に
到
着
し
た
の
は
、
予
定
通
り
午
後

４
時
。
街
中
を
数
千
人
が
移
動
す
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
５
分
の
ず
れ
も
な
く
、
時
間
通
り
に
到
着
。

　

祭
り
に
は
、
多
く
の
人
の
心
を
一
つ
に
す
る
力

が
あ
り
ま
し
た
。

9 月 15 日～ 17 日・平成 30 年　常陸國總社宮例大祭（石岡のおまつり）

  3 日間で過去最高の 48 万人 8,000 人
    こころ、躍る「祭りの賑わい」
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1 15日神幸祭の夜、年番・幸町と相町・泉町との
提灯交換2幸町に建てられた御仮殿。鳥居をくぐっ
た右側には小川が流れ涼しげに金魚が泳ぎます。こ
れはなんと幸町の仮殿部の手作り3最終日の夜。片
野排禍囃子がルーツの日天ばやし（幸町）のユーモ
ラスな舞に見物客はくぎづけ4幸町接待部は山車の
曳き手や囃子方など関係者のために毎日 800 食以
上の食事作り。長い供奉行列の途中では給水サポー
トも5土橋町から祭りに参加し4回目のフランス人
のアンディさんは、協力し合う人々の姿に絆を感じ
ると話します6清掃ボランティアには3日間で延べ
182人が参加7幸町の金棒ひきの女の子たち。総勢
40名の大所帯で、新しい提灯を揃えました8地酒の魅力を伝えたいと酒の志筑
屋さん主催の石岡うまいもん広場は2年目の試み9来年の年番を務める国分町

こ
の
祭
り
と
育
っ
た
。
こ
の
祭
り
で
育
っ
た
。 

―
―

一人ひとりの存在が作り上げた、
華やかな祭りの舞台　　　　　　　３　　　広報いしおか 11 月１日号　№３１４
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トレイルラン
山 岳 コ ー ス を
タ イ ム レ ー ス
で 競 い ま す。
自 然 を 駆 け 抜
け る 気 持 ち 良

さがあり、ロードより非日常
的なフィールドのため、楽し
み方の選択肢が多いことも魅
力の一つです。

リレー
カーニ
バル
長距離
を数人

でリレーして、ゴールを目
指します。ファミリーの部
など、参加カテゴリが豊富
で、様々な仲間と参加する
ことができます。

スポーツ
ウエルネ
ス吹矢
5 ～ 10 ｍ
先 の 的 め

がけ息を使って矢を放ち、
点数を競います。腹式呼吸
ベースのスポーツ吹矢式呼
吸法を使い、集中力と精神
力が必要です。

オ リ エ ン
テーリング
自然の中の
チェックポ
イントを巡

りながらタイムを競うス
ポーツです。地図読みやナ
ビゲーション技術などを合
わせた、とてもチャレンジ
ングなスポーツです。

パラグラ
イダー／
ハンググ
ライダー
動力は使
わず山頂

から自然の風に乗り空を飛
びます。パラグライダーは
座った、ハンググライダー
は寝た姿勢で操縦します。

石
岡
市
で
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　

  

６
つ
の
競
技
を
ご
紹
介
し
ま
す
!!

バドミントン
ラケットでネッ
ト越しにシャト
ルを打ち合うス
ポ ー ツ。21 ポ

イント× 3 ゲームで行われ、
国体では３人の選手がダブル
ス・シングルス・シングルス
の順で戦い、先に 2 勝した
チームが勝ちとなります。

茨城国体公式マスコッ
ト キ ャ ラ ク タ ー。 頑
張っている人がいると
頭のアンテナが反応！
背中の翼で、夢と幸運
を届けに行きます。

　

い
よ
い
よ
開
催
ま
で
１
年
を

切
っ
た
﹁
第
74
回
国
民
体
育
大
会

い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
﹂。
茨

城
県
で
国
体
が
開
催
さ
れ
る
の

は
、
昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）

以
来
の
45
年
ぶ
り
の
こ
と
で
す
。

　

茨
城
国
体
は
平
成
31
年
９
月
28

日
～
10
月
８
日
に
行
わ
れ
、
石
岡

市
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
が
９

月
29
日
～
10
月
２
日
に
開
催
さ
れ

ま
す
。
全
国
か
ら
国
内
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
選
手
が
集
ま
り
、
大
勢
の

観
客
が
訪
れ
ま
す
。

　

実
は
、
前
回
茨
城
国
体
で
も
石

岡
市
で
行
わ
れ
た
競
技
は
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
で
し
た
。
市
で
は
そ
の
他
、

５
つ
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ス
ポ
ー
ツ
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ

は
県
在
住
者
対
象
の
競
技
で
、
都

道
府
県
対
抗
の
得
点
対
象
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
来
年
の
茨

城
国
体
出
場
が
期
待
さ
れ
る
選
手

や
、
45
年
前
の
前
回
茨
城
国
体
に

関
わ
っ
た
人
々
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
し
ま
し
た
。

いばラッキー
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１
特集

問国体推進室（八郷総合支所スポーツ振興課内 ）☎ 43-1111（内線 1233）

いきいき茨城
　　　　ゆめ国体 まであと 年



　

国
体
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技

は
、成
年
男
子
・
女
子
、少
年
男
子
・

女
子
が
そ
れ
ぞ
れ
３
人
１
チ
ー
ム

で
出
場
し
ま
す
。

　

今
年
の
国
体
は
９
月
29
日
～
10

月
９
日
に
か
け
て
福
井
県
で
開
催

さ
れ
、
少
年
女
子
の
茨
城
県
代
表

３
人
の
内
、
２
人
に
市
内
の
高
校

生
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
石
岡
第
一

高
校
に
通
う
、
海
老
澤 

彩
さ
ん

（
２
年
）
と
小
川 

明は
る
か華
さ
ん
（
２

年
）
で
す
。

　

今
回
は
福
井
国
体
へ
向
け
練
習

中
の
お
二
人
に
、
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
？
ま
た
、
福
井
国
体
出
場
が

決
ま
っ
た
時
の
お
気
持
ち
は
い
か

が
で
す
か
？

小
川
さ
ん
：
叔
母
の
影
響
で
７
歳

か
ら
始
め
ま
し
た
。
小
学
生
の
頃

か
ら
国
体
へ
向
け
た
練
習
が
あ

り
、
そ
の
成
果
を
出
せ
る
の
で
う

れ
し
い
で
す
。

海
老
澤
さ
ん
：
自
分
の
家
族
は
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
一
家
で
、
親
や
兄
姉

の
影
響
で
小
１
か
ら
始
め
ま
し

た
。国
体
出
場
は
う
れ
し
い
け
ど
、

出
場
だ
け
で
終
わ
ら
せ
ず
に
、
優

勝
目
指
し
て
こ
れ
ま
で
支
え
て
く

れ
た
県
の
国
体
関
係
者
や
家
族
・

コ
ー
チ
・
友
人
に
恩
返
し
で
き
る

よ
う
頑
張
り
ま
す
。

プ
レ
ー
す
る
う
え
で
、
大
切
に
し

て
い
る
こ
と
は
な
ん
で
す
か
？

小
川
さ
ん
：
先
生
や
コ
ー
チ
な
ど

に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
常
に
意

識
し
、
点
が
離
れ
て
い
て
も
焦
ら

ず
に
心
を
落
ち
着
か
せ
る
こ
と
で

す
。
国
体
は
団
体
戦
な
の
で
、
み

ん
な
と
協
力
し
て
勝
利
を
掴
み
取

り
た
い
で
す
。

海
老
澤
さ
ん
：
初
め
て
行
く
体
育

館
で
は
、
照
明
の
見
え
方
や
風
が

あ
る
か
な
ど
、
コ
ー
ト
の
状
態
を

確
認
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

１
ゲ
ー
ム
先
取
す
れ
ば
、
相
手
に

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。
ま
た
、
ミ
ス

を
し
て
も
集
中
を
切
ら
さ
ず
、
次

の
一
本
へ
切
り
替
え
る
こ
と
を
意

識
し
て
い
ま
す
。

▲石岡第一高校の体育館で練習に励む二人。

海老澤 彩さん

石岡第一高校２年／ Ebisawa Aya

小川 明華さん

石岡第一高校２年／ Ogawa Haruka

最
後
に
来
年
開
催
さ
れ
る
茨
城
国

体
に
向
け
て
、
意
気
込
み
や
今
後

の
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
川
さ
ん
：
今
年
の
福
井
国
体
で

成
果
を
出
し
、
来
年
の
茨
城
国
体

に
向
け
て
有
利
に
進
め
て
い
き
た

い
で
す
。
そ
し
て
、
茨
城
国
体
で

は
完
全
優
勝
を
目
指
し
ま
す
。
み

な
さ
ん
に
良
い
姿
を
お
見
せ
す
る

の
で
、
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
ぜ
ひ
、
石
岡
運
動
公
園
ま

で
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

海
老
澤
さ
ん
：
こ
れ
ま
で
支
え
て

く
れ
た
人
た
ち
や
自
分
た
ち
の
た

め
に
、
後
悔
が
残
ら
な
い
試
合
を

し
た
い
で
す
。目
標
は
優
勝
で
す
。

た
く
さ
ん
の
人
た
ち
の
支
え
で
今

の
自
分
が
い
る
の
で
、
感
動
を
届

け
ら
れ
る
・
応
援
さ
れ
る
よ
う
な

選
手
に
な
り
た
い
で
す
。

茨
城
国
体
出
場
が
期
待
さ
れ
る

　
　
　

    

お
二
人
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

　　　　　　　５　　　広報いしおか 11 月１日号　№３１４



　

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
年
）
に

開
催
さ
れ
た
前
回
茨
城
国
体
に
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
高
校
男
子
の
選
手

と
し
て
参
加
し
た
立
川 

芳
男
さ

ん
（
62
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

石
岡
第
一
高
校
３
年
生
の
時

に
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
高
校
男
子
の

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

実
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
高
校
に

入
っ
て
か
ら
始
め
ま
し
た
。
そ
れ

ま
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
握
っ
た
こ
と
も

な
か
っ
た
ん
で
す
。
も
と
も
と
は

中
学
校
で
陸
上
を
や
っ
て
い
ま
し

た
が
、
高
校
に
入
学
す
る
と
先
生

か
ら
「
国
体
に
出
ら
れ
る
ぞ
」
と

昭和 49 年に開催された前回の茨城国体。
45 年前の国体へ実際に参加した方に、お話
を伺いました。

1当時使っていた木製のラケット。少しでも軽くするため、フレーム
を削っていたといいます。2保護のため木の枠にはめ込んで保管して
いました。「石岡一高 バドミントン部」の文字が今でも見てとれます。

1 2

言
わ
れ
、
国
体
を
機
に
作
ら
れ
た

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に
入
部
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

　

２
年
生
の
時
に
高
校
の
体
育
館

で
練
習
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
す
が
、
そ
れ
ま
で
は
毎
日
放
課

後
に
な
る
と
石
岡
小
学
校
の
体
育

館
ま
で
走
っ
て
移
動
し
、
練
習
し

ま
し
た
。

　

高
校
生
活
は
練
習
漬
け
の
日
々

で
し
た
。
毎
朝
10
㎞
走
っ
て
か
ら

登
校
し
、
放
課
後
は
午
後
10
時
ま

で
練
習
に
励
み
ま
し
た
。さ
ら
に
、

月
に
１
回
は
遠
征
・
合
宿
に
参
加

し
て
い
ま
し
た
ね
。

　

茨
城
国
体
の
当
日
、
秩
父
宮
妃

殿
下
が
石
岡
小
学
校
に
観
戦
に

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
赤
い

絨じ
ゅ
う
た
ん

毯
が
敷
か
れ
、
観
客
で
満
員

に
な
っ
た
体
育
館
を
今
で
も
覚
え

て
い
ま
す
。
結
果
は
、
高
校
男
子

第
４
位
の
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

45
年
前
、
茨
城
国
体
が
開
催
さ

れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
が
整

備
さ
れ
た
り
、
美
化
ク
ラ
ブ
が
で

き
た
り
と
地
域
が
活
性
化
さ
れ
ま

し
た
。
前
回
の
茨
城
国
体
の
よ
う

に
、
来
年
の
茨
城
国
体
を
き
っ
か

け
に
、
石
岡
市
が
ま
す
ま
す
発
展

す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
昭
和
49
年
の
前
回
茨
城

国
体
で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
高
校
女
子

の
監
督
を
務
め
た
、
県
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
副
理
事
長
の
松
下 

高た
か
て
る輝

さ
ん
（
67
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。
当
時
松
下
さ
ん
は
県
庁
の
ス

ポ
ー
ツ
指
導
員
と
し
て
、
選
手
強

化
の
た
め
石
岡
第
一
高
校
に
赴
任
。

同
時
に
高
校
男
女
国
体
強
化
選
手

の
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

昭
和
49
年
の
茨
城
国
体
で
は
、

高
校
女
子
が
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を

収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ

ら
に
茨
城
県
と
し
て
天
皇
杯
（
男

女
総
合
成
績
第
１
位
）・
皇
后
杯

（
女
子
総
合
成
績
第
１
位
）
の
獲

得
に
貢
献
で
き
た
と
い
う
こ
と
が

思
い
出
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
と
い
う
ス
ポ
ー

ツ
に
お
い
て
、
体
格
の
良
さ
は
確

か
に
有
利
で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で

勝
ち
負
け
が
決
ま
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
が
面
白
い
と
こ
ろ

で
す
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
な
ど
と
違

い
サ
ー
ビ
ス
エ
ー
ス
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、
粘
り
強
く
続
く
ラ
リ
ー
が

見
ど
こ
ろ
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

前
回
国
体
前
、
当
時
マ
イ
ナ
ー

ス
ポ
ー
ツ
だ
っ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

を
広
め
る
た
め
、
小
学
校
単
位
で

講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ

を
き
っ
か
け
に
少
年
団
が
で
き
、

今
で
は
県
内
全
域
で
小
学
生
か
ら

始
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
県
内
で
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
部
が
あ
る
公
立
中
学
校
は
、
ま

だ
ま
だ
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

石
岡
市
で
も
、
八
郷
地
区
の
公
立

中
学
校
に
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
来
年
の
茨
城
国

体
を
機
に
八
郷
地
区
の
小
学
生
が

中
学
校
で
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
、
環
境
を
整
え
て

い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
さ
ら

に
盛
り
上
が
っ
て
い
く
よ
う
、
市

と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

45 年前に
タイムスリップ

松下 高輝さん  広報いしおか 11 月１日号　№３１４　　　６　　　　　　　

立川 芳男さん



ボランティアとして国体に参加しませんか？
　来年 45 年ぶりに茨城で開催される「い
きいき茨城ゆめ国体」。この貴重な機会にボ
ランティアとして参加して、大会の運営や、
PR 活動にたずさわってみませんか。

対象／大会時に 15 歳以上の市内在住・在勤・
　在学している個人、グループまたは団体（中
　学生を除く）
※ 18 歳未満は保護者の同意が必要。
申込方法／申込書を記入し直接・郵送・E メー
　ル・ファクスで申し込み
※保護者の同意を要する方は「持参」または
　「郵送」に限ります。

申込先／第 74 回国民体育大会
　　　　石岡市実行委員会事務局
〒 315-0195 石岡市柿岡 5680 番地 1
℻ 0299-43-1117
　 sports@city.ishioka.lg.jp
※申込書は事務局とホームページから　
　入手できます。

問 国体推進室（八郷総合支所
　  スポーツ振興課内）
　 ☎ 43-1111（内線 1233）

　　　　　くわしくはコチラ▶

1全国からの来場者を花いっぱいにもてなすため、石岡第一高校園芸科の生徒が育てた花
苗が東小学校の児童に手渡されました。これからは児童によって大切に育てられます。2
県オリジナルの「国体ダンス」を東小学校の運動会で小学３・４年生が元気いっぱいに踊
りました。3第 42 回石岡市民盆踊りでは石岡第一高校ダンス部が「国体ダンス」を披露。
来場していたこども達も一緒に踊り、会場を盛り上げました。

1

3

▶社会人バドミントンチーム対抗リーグ戦で
　ある本大会。国内トップクラスの選手が石
　岡に集い、ハイレベルな試合を観戦できる
　チャンスです。
　迫力ある試合を生で体感してみませんか？
　全力でプレーする選手を応援しましょう！

日時／ 11 月 16 日金～ 18 日日
　　　午前 9 時 試合開始
　　　（16 日のみ正午から）
場所／石岡運動公園　体育館
※上履きをご持参ください。

2

茨城国体　リハーサル大会
JTB バドミントン S/J リーグⅡ 2018 石岡大会

　　　　　　　７　　　広報いしおか 11 月１日号　№３１４

茨城国体へ向け、ＰＲ活動加速中！！



石岡市の財政を
1 億円＝ 1 万円として
一般家庭の家計に、
置き換えてみると…

平
成
29
年
度   

石
岡
市
決
算
報
告

石
岡
市
の
お
財
布
、

　
　
　
　徹
底
公
開
！
問財政課
    ☎ 23-1111（内線 234）

成
29
年
度
の 

石
岡
市
一
般

会
計
の
歳
入
・
歳
出
の
合

計
は
、
３
１
３
億
６
１
７
２
万
円

と
２
９
９
億
９
５
７
５
万
円
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
内
訳
は
、
10
月
１

日
号
の
「
石
岡
市
の
家
計
簿
」
で

ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
市
の
財
政

は
金
額
が
大
き
く
専
門
用
語
も
多

い
た
め
、
分
か
り
に
く
い
も
の
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
１
億
円
を

１
万
円
に
換
算
し
、
一
般
家
庭
に

置
き
換
え
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

自
分
で
確
保
で
き
る

　
　収
入
は
４
割
程
度

　

10
年
前
よ
り
給
料
（
市
税
）
は

７
万
円
減
り
、
親
（
国
や
県
）
か

ら
の
援
助
に
頼
っ
て
い
る
状
態
で

す
。
自
分
で
確
保
で
き
る
収
入
は

給
料
と
パ
ー
ト
収
入
・
貯
金
の
取

り
崩
し
を
合
わ
せ
て
も
４
割
程

度
。
10
年
前
と
比
べ
て
医
療
費
や

家
の
増
改
築
も
増
え
ま
し
た
。
さ

ら
に
子
ど
も
へ
の
仕
送
り
が
増
え

て
支
出
増
。
そ
の
た
め
食
費
を
抑

え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
10
年
で
貯
金
は
増
え
ま
し

た
が
ロ
ー
ン
残
高
が
増
え
て
い
る

の
も
事
実
。
そ
こ
で
家
計
の
規
模

に
あ
っ
た
「
お
金
の
使
い
方
」
を

し
て
い
る
か
を
、
毎
年
４
つ
の
指

標
を
設
け
て
、
確
認
を
し
て
い
ま

す
。（
次
ペ
ー
ジ
へ
↖
）

平
  収入
  給料（市税） 99 万円

（△７）
  パート収入
  （使用料・負担金など）

19 万円
（+3）

  親からの仕送り
  （地方交付税・
   　消費税交付税など）

89 万円
（＋ 20）

  親からの援助
  （国庫支出金・県支出金）

63 万円
（＋ 27）

  ローン借り入れ
  （市債）

19 万円
（＋３）

  貯金の取り崩し
  （基金繰入金）

7 万円
（＋６）

  前年度からの繰越
  （繰越金）

18 万円
（＋ 10）

  合計 314 万円
（＋ 62）

貯金とローンの残高
貯金残高

（基金残高）
110 万円

（＋ 60）
ローン残高

（市債残高）
290 万円

（＋ 18）

支出
食費

（人件費）
49 万円

（△ 12）
生活費

（物件費）
36 万円

（＋５）
医療費・養育費

（扶助費）
69 万円

（＋ 31）
家の補修代
　（維持補修費）

３万円
（＋１）

ローンの返済
（公債費）

31 万円
（＋２）

自治会費など
（補助費等）

24 万円
（△１）

家の増改築・家電の購入
（普通建設事業費など）

34 万円
（＋ 12）

貯金
（積立金・貸付金など）

13 万円
（＋ 11）

子どもへの仕送り
（特別会計繰出金）

41 万円
（＋８）

合計 300 万円
（＋ 57）

  平成 29 年度の収入と支出
※（　）内は平成 19 年度との比較。
　　△はマイナスを表します。

◀特別会計とは、一般会計とは別に、特定の収入で運営する事業
ごとに設置した会計のことで、市には 9 つの会計があります。例
えば、介護保険や下水道事業などのことで、「支出」の表中の子
どもとは、この特別会計を指します。

10 年前と比べてみました

 広報いしおか 11 月１日号　№３１４　　　８　　　　　　　

1 年間の収入は
\  300 万円ほど  /



金
の
使
い
方
の
健
全
具
合

を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
４
つ
の

指
標
の
総
称
は
健
全
化
判
断
比
率

と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
比
率
の
平
成
29
年
度
の
算

定
結
果
は
「
健
全
段
階
」
で
し
た
。

健
全
だ
と
い
う
理ワ

ケ由

　

普
通
会
計
の
赤
字
額
を
示
す

「
実
質
赤
字
比
率
」
と
特
別
会
計

を
合
わ
せ
た
全
会
計
の
赤
字
額
を

示
す
「
連
結
実
質
赤
字
比
率
」
は

ど
ち
ら
も
「
赤
字
な
し
」
を
示
し

て
い
ま
す
（
下
表
参
照
）。

　

28
年
度
に
引
き
続
き
、
赤
字
で

は
な
い
た
め
健
全
な
状
態
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

と
は
い
え
︑

　
　
　厳
し
い
借
金
返
済
率

　

平
均
的
な
年
間
収
入
に
対
す
る

借
金
返
済
額
の
割
合
を
示
す
実
質

公
債
費
比
率
は
、
28
年
度
と
同
様

の
9.4
％
と
、
早
期
健
全
化
基
準
の

25
％
を
大
幅
に
下
回
り
ま
し
た

（
下
表
参
照
）。

　

し
か
し
今
後
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル

や
ご
み
処
理
施
設
の
建
設
事
業
な

ど
で
公
債
費
が
増
加
し
て
い
く
こ

と
が
予
想
さ
れ
、
人
件
費
や
扶
助

費
な
ど
継
続
的
に
支
出
す
る
経
費

も
90
・
８
％
と
い
う
高
い
割
合
を

占
め
て
い
る
た
め
、
楽
観
視
で
き

な
い
数
字
で
す
。

将
来
世
代
が
負
担
す
る
借
金

　

長
期
に
わ
た
り
使
用
す
る
施
設

の
整
備
費
用
は
、
世
代
間
の
費
用

負
担
の
不
平
等
を
な
く
し
、
次
世

代
に
も
負
担
し
て
も
ら
う
よ
う
に

地
方
債
を
借
り
な
が
ら
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
と
は
「
市
が
将

来
負
担
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

借
り
入
れ
な
ど
の
総
額
」
を
「
平

均
的
な
年
間
収
入
」
で
割
り
返
し

た
数
値
で
、
高
い
ほ
ど
財
政
が
圧

迫
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
ま
す
。

　

29
年
度
は
31
・
６
％
と
、
28
年

度
と
比
較
す
る
と
15
・
２
％
減
少

し
ま
し
た
。
理
由
は
、
地
方
債
の

現
在
高
が
減
っ
た
こ
と
と
、
公
共

施
設
や
学
校
施
設
等
の
整
備
に
必

要
な
財
源
を
積
み
立
て
て
い
る
基

金
が
増
え
た
た
め
で
す
。

財
政
健
全
化
の
た
め
︑

  

事
業
の
重
点
化
・
効
率
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　進
め
ま
す

　

今
後
、
上
曽
ト
ン
ネ
ル
や
ご
み

処
理
施
設
建
設
で
歳
出
は
増
大
し

ま
す
。
財
政
運
営
は
難
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
が
、
財
政
健
全
化
に

向
け
て
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ

ル
ド
を
基
本
と
す
る
事
業
の
重
点

化
・
効
率
化
を
進
め
ま
す
。

お

※石岡市の借金返済額の割合（実質公債費比率）は県内で 7 番目の高さで、経費の削減が求められています。将来
負担比率は高い方から県内 24 番目。（平成 29 年度の県内の状況は取りまとめ中のため、平成 28 年度決算の順位）

　健全化判断比率とともに算定したものに、公営企業にかかる資金不足比率があります。この比率は、
事業規模に対する資金不足額の割合を示すもの。石岡市の公営企業である水道、下水道・農業集落排
水の各事業では、いずれも資金不足は生じませんでした。

■ 水道、下水道・農業集落排水は資金不足なし

指標 内容 結果 早期健全化基準

　実質赤字比率   一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし
（マイナス 6.11％）

12.6％

　連結実質赤字比率   一般会計のほか、特別・企業会計も含めた
  全会計の赤字の割合

赤字なし
（マイナス 12.28％）

17.6％

　実質公債費比率   市の平均的な年間収入に対する
  借金返済額の割合 9.4％ 25.0％

　将来負担比率   市の平均的な年間収入に対する
  将来負担 が見込まれる負債（借金）の割合 31.6％ 350％

■ 財政の健全化を判断する４つの指標（＝健全化判断比率）
　早期健全化基準は、地方債の借り入れの制限や国から予算変更などの勧告を受けるレッドゾーン手
前のイエローゾーンを指します。

ズ
バ
リ
！

石
岡
市
の
財
政
状
況
は
大
丈
夫
？

　　　　　　　９　　　広報いしおか 11 月１日号　№３１４



ま ち の 話 題

８月 6日のヒロシマを
　中学生が訪問、報告会を行いました

児童館で、子どもと高齢者が
　　　　　世代間交流を深める

８
　  6 

地域住民がつくる、世代を超えた
　　　学び合いの場「小幡みらい大学」が開校

８
   24 

８
   24 

　

今
年
度
、
平
和
大
使
と
し
て
広

島
市
に
派
遣
さ
れ
た
中
学
生
た
ち

の
報
告
会
が
、
石
岡
市
役
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
平
和
大
使
は
、
市
内
５

校
か
ら
男
女
５
人
ず
つ
の
計
10

人
。
６
・
７
月
に
事
前
学
習
を
行

い
、
８
月
６
日
の
平
和
記
念
式
典

に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
中
学
校
の
文
化
祭
や

11
月
２
日
に
行
わ
れ
る
石
岡
市
戦

没
者
追
悼
式
、
２
月
上
旬
の
生
涯

学
習
の
集
い
な
ど
で
、
体
験
発
表

を
行
う
な
ど
平
和
大
使
と
し
て
活

動
す
る
予
定
で
す
。

　

児
童
館
で
夏
休
み
の
集
い
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
と
地

域
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
「
府
中
い

き
い
き
ク
ラ
ブ
」
の
会
員
で
、
流

し
そ
う
め
ん
や
ス
イ
カ
割
り
を
楽

し
み
、
世
代
間
交
流
を
深
め
る
児

童
館
初
の
試
み
で
す
。

　

い
き
い
き
ク
ラ
ブ
の
会
員
さ
ん

か
ら
提
供
さ
れ
た
ス
イ
カ
に
子
ど

も
た
ち
は
大
喜
び
。

「
こ
う
い
う
機
会
に
顔
見
知
り
に

な
っ
て
、
次
に
道
で
あ
っ
た
ら
挨

拶
し
あ
う
仲
に
な
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
」
と
山
形
東は

る
み
ち道
会
長
は
話

し
ま
し
た
。

　新たに建て替えられた小幡地区公民
館で「小幡みらい大学」が開校しまし
た。みらい大学の目指すものは、子ど
もから高齢者まで幅広い世代が集い、
学び合える場づくり。
　そのきっかけとして 8 月には小中
学生を対象に学習スペースとして開放
し、小幡地区在住の 4 人の教員 OB が
学習をサポートしました。　
　学習支援を担当した岩本泰則さんは

「これまで学校現場で実践してきた、
分からないことを聞く力や、相手に分
かるように伝える力を育む『学び合
い』の手法を地域で広げていきたいで
すね」などと話しました。
　今後みらい大学では、読み聞かせや
体操など、子どもと保護者、地域の高
齢者がつながる企画を考えています。

₁計算ドリル、漢字ドリル、
読書感想文など、ぞれぞれの
課題を持ち寄って、自主学習
を進める子どもたちと岩本泰
則さん₂分からないところが
分かったときは嬉しい。自分
の説明で分かってもらえたと
きはもっと嬉しいね。こうし
た学び合いは、学習効果だけ
でなく、人との関わり合いの
学びにもつながります。

₁

₂

 広報いしおか 11 月１日号　№３１４　　１０　　　　　　　

　若山泰
た い し

志さん・羽成ららこさん（石岡中）、山﨑駿
しゅんすけ

介さん・
加藤花

は な

菜さん（府中中）、岩﨑梨
り ほ う

峰さん・大塚菜
な お

央さん（国
府中）、山田雄

ゆうだい

大さん・本麻捺
な つ み

海さん（園部中）、見
けんざか

坂怜
りょうま

真
さん・小松﨑彩

あや

さん（八郷中）



９
　23 

中秋の名月、柿岡八幡神社の境内に響く
　「じゃかもこじゃん」の拍子

富有柿の旬は 11月上旬
　今年もおいしくできました

10
     4

旭運輸株式会社が、茨城国体に向け
　　　　　　バドミントン備品を寄贈

9
   21

　八郷町史によれば、柿岡八幡神社の
太々神楽は、文禄 4 年（1595 年）長
倉義興が、柿岡城主になったときに八
幡神社を建て武運を祈り奉納したの
が、起源といわれています。演目は
12 幕あり、午後 7 時から始まり約 5
時間かけて演じられます。
　地元では「柿岡のじゃかもこじゃん」
と呼ばれ、これは 2 幕目の老翁の舞
の拍子が「じゃかもこじゃん」と聞こ
えることから。旧暦 8 月 15 日中秋の
名月、9 月 23、24 日に行われ、月明
かりに照らされた境内には、神楽を鑑
賞する多くの人の姿。12 幕の中盤と
最後に行われる演者による餅まきは大
人気です。太々神楽保存会（木村徹会
長）の皆さんが伝統芸能を現在につな
いでいます。

　

八
郷
地
区
で
は
特
産
品
の
柿
が

収
穫
時
期
を
迎
え
、
十
三
塚
果
樹

団
地
（
小
幡
地
区
）
で
は
、
や
さ

と
観
光
果
樹
組
合
が
「
柿
・
み
か

ん
Ｐ
Ｒ
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

石
岡
市
で
は
皇
室
に
献
上
し
て
い

る
「
富
有
柿
」
を
は
じ
め
、
西
村

早わ

せ生
や
松
本
早
生
な
ど
４
～
５
種

類
の
品
種
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　

瀬
尾
栄
一
副
組
合
長
は
「
今
年

は
甘
味
、大
き
さ
と
も
に
上
出
来
。

ぜ
ひ
多
く
の
人
に
食
べ
て
も
ら
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

富
有
柿
の
旬
は
、
11
月
上
旬
。

お
食
べ
逃
し
な
く
！

　

㈱
常
陽
銀
行
が
取
り
扱
う
私
募

債
「
い
き
い
き
茨
城
ゆ
め
国
体
・

大
会
応
援
債
」
を
活
用
し
、
旭
運

輸
株
式
会
社
（
代
表
取
締
役
：
保

延
輝
文
氏
）
が
、
市
へ
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
用
得
点
板
を
寄
贈
し
ま
し

た
。
国
体
応
援
債
を
活
用
し
た
市

内
企
業
か
ら
の
寄
贈
は
初
で
す
。

　

贈
呈
品
は
、
11
月
に
行
わ
れ
る

国
体
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会
と
来
年
の

茨
城
国
体
本
番
で
活
用
さ
れ
ま

す
。（
写
真
右
か
ら
、
沢
畑
公
明

常
陽
銀
行
石
岡
支
店
長
・
保
延
輝

文 

旭
運
輸
株
式
会
社
代
表
取
締

役
・
今
泉
文
彦
石
岡
市
長
）
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1
木
の
住
ま
い
助
成
事
業

▼
市
民
ま
た
は
市
外
か
ら
の
転
入

者
が
木
造
住
宅
（
在
来
工
法
）
を

建
築
す
る
場
合
、
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
内
に
本
店
の
あ
る
設
計
事

　

務
所
へ
の
設
計
監
理
依
頼
・
市
内

　

に
本
店
の
あ
る
工
務
店
へ
の
施
工

　

依
頼
な
ど
一
定
の
条
件
を
満
た
す

　

場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

　

以
内
で
50
万
円
が
限
度

2
住
ま
い
づ
く
り
推
進
事
業

▼
市
外
か
ら
の
転
入
者
が
自
己
用

住
宅
を
建
築
す
る
場
合
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

条
件
／
市
外
在
住
１
年
以
上
で
、

　

こ
れ
か
ら
転
入
ま
た
は
転
入
し

　

て
２
年
を
経
過
し
な
い
こ
と
。

　

申
請
者
の
年
齢
が
満
20
歳
以
上

　

45
歳
以
下
で
あ
る
こ
と
な
ど
一

　

定
の
条
件
を
満
た
す
場
合

補
助
額
／
住
宅
建
築
費
用
の
10
％

　

以
内
で
30
万
円
が
限
度

1
・
2
共
通
事
項

・
中
心
市
街
地
エ
リ
ア
に
建
築
す

　

る
場
合
は
補
助
額
が
10
万
円
上

　

乗
せ
さ
れ
ま
す
。

・
す
で
に
工
事
に
着
手
し
て
い
る
場

　

合
や
建
売
住
宅
は
対
象
外
で
す
。

・
補
助
対
象
の
条
件
な
ど
、
詳
細

　

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
締
切
／
平
成
31
年
１
月
31
日
木

問
1
建
築
住
宅
指
導
課

　
　
（
内
線
４
２
２
）

▼
地
震
や
台
風
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
非
常
事
態
に
備
え
、
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
訓
練
は
、
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
を
用
い

た
訓
練
で
、
石
岡
市
以
外
の
地
域

で
も
様
々
な
手
段
を
用
い
て
行
わ

れ
ま
す
。

日
時
／
11
月
21
日
水
午
前
11
時

情
報
伝
達
手
段
／
①
防
災
行
政
無

　

線
②
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
③
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ

放
送
内
容
／
市
内
防
災
行
政
無
線

　

か
ら
次
の
よ
う
に
放
送
し
ま
す
。 

　

♪
上
り
チ
ャ
イ
ム 

　
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

　

ス
ト
で
す
」
３
回 

　
「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
い
し

　

お
か
で
す
」 

　

♪
下
り
チ
ャ
イ
ム 

問
1
防
災
対
策
課
（
内
線
２
５
８
）

情報ネットワーク

1石岡市役所　☎ 23-1111（代表） 　2八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

放火されにくい環境づくりを！

秋の火災予防運動スタート　11月９日金～ 15日木
これからの季節、日増しに寒さが厳しくなり火を取り扱う機会が多くなります。また、空
気が乾燥するため、例年火の取り扱いの不注意により多くの火災が発生しています。

自
己
用
住
宅
を

建
築
す
る
人
へ

お知らせ

第
３
回
全
国
一
斉

情
報
伝
達
訓
練

お知らせ

寝たばこは絶対やめる。
ストーブは、燃えやすいものから離れた位
置で使用する。
ガスこんろなどのそばを離れるときは必ず
火を消す。

逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器
を設置する。
寝具、衣類、カーテンからの火災を防ぐた
めに、防炎品を使用する。
火災を小さいうちに消すために、住宅用消
火器を使用する。
お年寄りや身体の不自由な人を守るために、
隣近所との協力体制をつくる。

３つの習慣

４つの対策

命を守るために大切な
３つの習慣と４つの対策

家の周りに新聞紙・段ボールなど燃えやす
いものを置かない。
ゴミを夜間に出さない。
門扉・ガレージ・物置に鍵をかける。
車のボディカバーを防炎品にする。

放火防止対策の例

悪徳な訪問販売に注意！

住宅用火災警報器は定期的に点検

問石岡市消防本部 予防課
☎ 23-0119（代表） 

▶古くなると電子部品の寿命や電池切れで作
動しなくなることがあります。設置 10 年を
目安に交換しましょう。

▶消防関係者を名乗り、消火器などを不正販
売する業者がいます。不審に思った場合は消
防本部にご相談ください。

 広報いしおか 11 月１日号　№３１４　　１２　　　　　　　



保育所・認定こども園
小規模保育事業所

入園者募集
市内保育所（園）・認定こども園
小規模保育事業所一覧表

公立保育所 対象年齢
第１・第２保育所

　　０～５歳

園部保育所
みなみ保育所

やさと中央保育所
私立保育園

石岡明照保育園
泉ヶ丘保育園

国分台ふたば保育園
ひかり保育園

わかくさ保育園
しらゆり保育園

そとの保育園
石岡ひまわり保育園

りんりん保育園
はーとぴあ保育園石岡

つばさ保育園
認定こども園 対象年齢

石岡幼稚園 　　満１～５歳
ばらき台幼稚園 　　２～５歳
石岡善隣幼稚園

　　３～５歳国分寺幼稚園
さくら園（府中幼稚園）

わかば八郷（八郷幼稚園） 　　４～５歳
恋瀬ことりの森幼保園 　　０～５歳
小規模保育事業所 対象年齢
あんだんて泉ヶ丘 　　０～２歳

☞注意事項
申し込み先着順ではなく、｢保育の必要性｣
の高い人を優先します｡ また市外への入所

（園）を希望する人は期間などが異なりま
すのでご注意ください。

入
所
基
準

1
家
庭
外
労
働
や
家
庭
内
労
働

　
（
自
営
業
・
農
業
・
内
職
な
ど

　

１
日
４
時
間
以
上
、
か
つ
月
15

　

日
以
上
就
労
）
し
て
い
る
人

2
出
産
予
定
日
２
か
月
前
か
ら
産

　

後
２
か
月
ま
で
の
人

3
自
身
の
疾
病
、
同
居
の
親
族
の

　

介
護
や
看
護
を
し
て
い
る
人

4
求
職
活
動
中
の
人

5
就
学
（
職
業
訓
練
校
な
ど
を
含

　

む
）
し
て
い
る
人　

な
ど

認
定
区
分

　

保
育
所
（
園
）・
認
定
こ
ど
も
園

の
利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
次
の

支
給
認
定
が
必
要
で
す
。

１
号
認
定　

満
３
歳
以
上
で
、 

保

　

育
の
必
要
性
が
な
く
、
学
校
教

　

育
の
み
を
希
望
す
る
場
合

２
号
認
定　

満
３
歳
以
上
で
、
保

　

育
の
必
要
性
が
あ
り
、
保
育
を

　

希
望
す
る
場
合

３
号
認
定　

満
３
歳
未
満
で
、
保

　

育
の
必
要
性
が
あ
り
、
保
育
を

　

希
望
す
る
場
合

平成 31年度

※認定こども園の対象年齢は変更になる場合が
あります。

月11月１日 木   ～ 12 ６日木

市役所 こども福祉課・支所 市民窓口課

　申込用紙（支給認定申請書・入所申込書・そ
の他必要書類）に必要事項を記入のうえ、受付
場所に直接お申し込みください。申込用紙は市
ホームページからもダウンロードできます。
　ただし、認定こども園または小規模保育事業
所に入園を希望する児童の保護者は、認定区分
に関わらず、直接、各施設にお申し込みください。
※保育所（園）・認定こども園の保育部分を利
用するには、下記の入所基準を満たし、認定区
分にある 2・3 号の支給認定が必要です。支給
認定の申請は、入所申し込みと同時に行えます。

問こども福祉課（本庁）
　☎ 23‒1111（内線 173）　

午前 8 時 30 分～午後 5 時 15 分（水曜日は午後 7
時まで）※土・日・祝日は除きます。

受付期間

申込方法

受付場所
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▼
「
一
時
的
に
資
材
置
き
場
と
し

て
貸
し
て
ほ
し
い
」
等
の
話
で
土

地
を
貸
し
て
し
ま
い
、
廃
棄
物
を

不
法
投
棄
さ
れ
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
不
法
投
棄
さ
れ
な
い

よ
う
、
安
易
に
土
地
を
貸
し
た
り

せ
ず
、
ま
た
定
期
的
な
見
回
り
や

草
刈
り
等
の
土
地
の
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

　
2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
８
）

▼
弁
護
士
・
司
法
書
士
・
消
費
生

活
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

秘
密
厳
守
。

日
時
／
11
月
15
・
16
・
18
・
19
日

　

午
後
１
時
～
４
時
30
分

場
所
／

11
月
15
日
木　

　

県
土
浦
合
同
庁
舎
第
一
分
庁
舎

　
（
土
浦
市
真
鍋
５-

17-

26
）

11
月
16
日
金

　

日
立
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー

　
（
日
立
市
幸
町
１-

21-

1
）

11
月
18
日
日

　

県
水
戸
合
同
庁
舎

　
（
水
戸
市
柵
町
１-

３-

１
）

11
月
19
日
月

　

つ
く
ば
市
豊
里
交
流
セ
ン
タ
ー

　
（
つ
く
ば
市
高
野
１
１
９
７-

20
）

定
員
／
各
会
場
10
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
11
月
14
日
水
ま
で
に

　

県
生
活
文
化
課
へ
電
話
で
申
し

　

込
み

問
県
生
活
文
化
課

　

☎
０
２
９
・
３
０
１
・
２
８
２
９

▼
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
女

性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
に

取
り
組
む
こ
と
を
目
的
に
、
悩
み

を
持
っ
た
女
性
か
ら
の
相
談
に
応

じ
ま
す
。

期
間
／
11
月
12
日
月
～
11
月
18
日
日 

時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

（
土
・
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
） 

実
施
機
関
／
水
戸
地
方
法
務
局
・

　

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会 

対
象
／
女
性

相
談
員
／
法
務
局
職
員
・
人
権
擁

護
委
員

問
☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

情報ネットワーク

1石岡市役所　☎ 23-1111（代表） 　2八郷総合支所　☎ 43-1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

女
性
の
人
権

　
　
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

無料相談

注
意
！
あ
な
た
の
土
地

が
狙
わ
れ
て
い
ま
す

お知らせ

多
重
債
務
者
の
た
め
の

無
料
法
律
相
談

無料相談

▼
所
得
税
・
消
費
税
・
相
続
税
や

法
人
税
な
ど
国
税
に
関
す
る
相
談

や
質
問
は
電
話
に
て
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記
載
さ
れ
て
い

る
「
タ
ッ
ク
ス
ア
ン
サ
ー
」
で
も

調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
税
務
署
窓
口
で
の
相
談

は
、
窓
口
の
混
雑
緩
和
の
た
め
原

則
と
し
て
「
事
前
予
約
」
と
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問
土
浦
税
務
署

　

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
１
１
０
０

▼
保
護
司
の
処
遇
活
動
支
援
や
地

域
・
家
庭
か
ら
の
犯
罪
や
非
行
に

つ
い
て
の
相
談
に
応
じ
た
り
、
関

係
機
関
と
の
連
絡
調
整
を
行
っ
た

り
し
ま
す
。

日
時
／
平
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
石
岡
地
区
の
保
護
司
が
面
談
や

　

連
絡
に
応
じ
ま
す
。

場
所
／
国
道
３
５
５
号
線
カ
ワ
チ

　

薬
局
付
近

　
（
東
石
岡
３-

15-

３
）

問
☎
０
２
９
９
・
５
７
・
３
１
０
２

税
務
署
で
の
相
談
は

　
　
事
前
予
約
制
で
す

お知らせ

更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

　
　
　
セ
ン
タ
ー
開
所

お知らせ

第 34 回 いしおか商工祭へ行こう！
▶歌と笑いのステージライブ・ミニ遊園地や
段ボール迷路がある広場イベント・商工会議
所青年部、女性会による縁日ブースやバザー・
石岡一高生による吹奏楽部演奏などイベント
盛り沢山です。

時間／午前 10 時～午後４時
場所／いしおかイベント広場
※会場は駐車スペースが限られていますの
で、できるだけ乗り合いでお越しください。
問石岡商工会議所　☎ 22-4181

11 月 11 日 日
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▼
市
民
の
方
々
の
文
化
芸
術
活
動

の
成
果
の
発
表
、
展
示
を
行
い
ま

す
。 

日
時
／
11
月
５
日
月
～ 

11
日
日 

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
（
最
終
日
は
午
後
１
時
ま
で
） 

場
所
／
八
郷
総
合
支
所「
郷
の
風
」

　
（
書
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
） 

　

１
０
１
会
議
室

　
（
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
、
工

　

芸
美
術 

）

展
示
説
明
会
の
開
催 

▼
市
美
術
展
の
審
査
員
が
展
示
作

品
の
解
説
を
行
い
ま
す
。 

出
品
者
の
方
は
、
審
査
員
が
交
流

し
創
作
意
欲
を
高
め
る
機
会
と
し

て
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。 

日
時
／
11
月
11
日
日

　

午
前
９
時
～
正
午
ま
で 

場
所
／
展
示
会
場
と
同
様
。 

問
2
文
化
振
興
課
（
内
線
１
３
２
２
）

▼
文
化
協
会
盆
栽
部
八
郷
支
部 

会
員
が
丹
精
込
め
て
作
っ
た
盆
栽

を
展
示
し
ま
す
。 

日
時
／
11
月
１
日
木
～
４
日
日 

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で 

場
所
／
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク 

問
４
２
・
３
４
０
１
（
鬼
沢
） 

▼
大
正
琴
で
懐
か
し
い
曲
を
弾
い

て
み
ま
せ
ん
か
。
貸
琴
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

日
時
／
11
月
14
日
・
28
日
・
12
月

　

５
日
・
19
日
水
（
全
４
回
） 

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
ま
で 

場
所
／
国
府
地
区
公
民
館 

参
加
費
／
無
料 

問
２
４
・
０
５
８
８
（
沖
田
）

▼
陶
芸
、
木
工
、
彫
金
な
ど
ク
ラ

フ
ト
作
品
が
並
び
ま
す
。

日
時
／
11
月
10
日
土
～
12
日
月

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

※
初
日
は
午
前
10
時
か
ら
。

　

最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

場
所
／
旧
有
明
中
学
校

問
や
さ
と
ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア
実
行

　

委
員
会
（
海
野
）

　

☎
０
２
９
・
８
２
４
・
１
３
４
５

第
25
回
や
さ
と

ク
ラ
フ
ト
フ
ェ
ア

イベント

第
59
回

　
石
岡
市
美
術
展

イベント

文
化
協
会
盆
栽
部

　
　
秋
の
盆
栽
展

イベント

石
岡
市
大
正
琴

愛
好
会
体
験
講
座

イベント

東地区公民館まつり
新しい趣味、みつけてみませんか 公民館同好会員による作品展示・実技発表や活

動紹介を行います。
問東地区公民館　☎ 26-6503

11 月 24 日土　午前９時 30 分～午後４時
■実技発表
　午前 10 時 30 分：かさぶらんか
　　　 11 時 00 分：フラ・オハナ
　　　　　　 　　　フラ・レイナニ　
　　　 11 時 40 分：さくら健康体操　　
　午後   １時 00 分：太極拳（太極東楊の会）
　　　   １時 30 分：メロディ（ピアノ）

■体験コーナー
　午前 10 時 00 分：東囲碁
　午前 10 時 00 分：まゆクラフト①
　午後   １時 30 分 ：まゆクラフト②

11 月 25 日日　午前９時～午後３時
■実技発表
　午前 10 時 00 分 ：大正琴霞琴の会
　　　 10 時 30 分 ：竹桐会（三曲）　
　　　 11 時 00 分：オカリーナ
　　　 11 時 30 分：修青会（三曲）　
　午後   １時 20 分：Puerta（フォルクローレ）
　　　   ２時 00 分 ： Fiesta（フィットネスダンス）

■体験コーナー
　午前 10 時 00 分：自力整体フレッシュ

11 月 24 日土・25 日日
■バザー（陶芸・木彫り）※陶芸は 24 日のみ
　午前 10 時 00 分～
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▼
口
腔
機
能
の
低
下
や
肺
炎
等
の

疾
病
を
予
防
す
る
た
め
の
、
無
料

歯
科
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す
。 

期
限
／
12
月
31
日
月

場
所
／
茨
城
県
歯
科
医
師
会
に
所

　

属
の
事
業
実
施
歯
科
医
療
機
関

料
金
／
無
料

対
象
／
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療

　

広
域
連
合
被
保
険
者
で
、
前
年

　

度
で
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
の
方

申
込
／
事
業
実
施
医
療
機
関
へ
予

　

約
の
う
え
、
受
診

問
1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
４
５
）

▼
土
浦
協
同
病
院
市
民
公
開
講
座

﹁
よ
り
よ
い
老
い
を
迎
え
る
た
め
に

～
認
知
症
と
共
に
歩
む
～
﹂
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
17
日
�

　

午
後
２
時
～
４
時
30
分

場
所
／
土
浦
協
同
病
院
２
階
大
講
堂

（
土
浦
市
お
お
つ
野
４-

₁-

₁
）

講
師
／
神
経
内
科
医
・
看
護
師
・

　

薬
剤
師
他

問
土
浦
協
同
病
院
地
域
連
携
室

　

☎
０
２
９
・
８
４
６
・
３
６
８
２

▼
歯
科
医
師
に
よ
る
無
料
相
談
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
電
話
く
だ

さ
い
。

期
間
／
11
月
18
日
㊐

時
間
／
午
後
１
時
～
４
時 

問
（
一
社
）
茨
城
県
保
険
医
協
会

　

☎
０
２
９
・８
２
３
・７
９
３
０

▼
専
門
医
と
理
学
療
法
士
に
よ
る

医
療
市
民
講
座
を
開
催
致
し
ま

す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
18
日
日

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

場
所
／
小
川
文
化
セ
ン
タ
ー
ア
ピ

　

オ
ス　

小
ホ
ー
ル

　
（
小
美
玉
市
小
川
２
２
５
番
地
） 

内
容
／
最
先
端
の
股
関
節
治
療 

講
師
／
北
水
会
記
念
病
院 

病
院
長

　

整
形
外
科
医
師　

平
澤
直
之
氏 

対
象
／
股
関
節
に
お
悩
み
の
方 

定
員
／
１
５
０
名
（
要
申
込
） 

費
用
／
無
料 

※
講
座
終
了
後
、
医
師
に
よ
る
個

　

別
相
談
あ
り
（
要
申
込
）
手
術

　

を
ご
検
討
さ
れ
て
い
る
方
を 

　

優
先
い
た
し
ま
す
。 

情報ネットワーク

1石岡市役所　☎ 23︲1111（代表） 　2八郷総合支所　☎ 43︲1111（代表）

●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800︲800︲7766

歯
の
な
ん
で
も

　
　
　
電
話
相
談

無料相談

高
齢
者
対
象

　
　
歯
科
健
康
診
査

無料健診

市
民
公
開
講
座

　
認
知
症
と
共
に
歩
む

無料講座

申
込
／
電
話 

申
込
期
限
／
11
月
16
日
㊎ 

問
北
水
会
記
念
病
院

☎
０
２
９
・
３
０
３
・
３
０
０
３

▼
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に

障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ
る
認
定

書
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
者
／
介
護
を
要
す
る
人
、
ま

　

た
は
身
体
障
害
者
手
帳
・
療
養

　

手
帳
な
ど
持
っ
て
い
な
い
65
歳

　

以
上
で
、
税
法
上
の
障
害
者
控

　

除
に
該
当
す
る
人

申
込
／
対
象
者
の
介
護
保
険
証
と

　

認
め
印
を
持
参
し
て
、
高
齢
福

　

祉
課
ま
た
は
支
所
市
民
窓
口
課

　

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

※
申
請
者
と
対
象
者
が
異
な
る
場

　

合
は
両
方
の
認
め
印
が
必
要
で

　

す
。

問
1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

▼
国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得

税
・
市
県
民
税
の
申
告
で
、
そ

の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31

日
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
全

額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
１
月
１
日
～
10

月
１
日
に
納
め
た
人
に
は
、
11

月
上
旬
に
、
10
月
１
日
～
12
月

31
日
に
今
年
初
め
て
納
め
た
人

に
は
２
月
上
旬
に
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
控
除
証
明
書
が
送
付

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定

申
告
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

問
☎
０
５
７
０
・
０
０
３
・
０
０
４

　
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
で
か
け

る
場
合

　

☎
０
３
・
６
６
３
０
・
２
５
２
５

期
間
／
11
月
１
日
木

　
　
　

～
平
成
31
年
３
月
15
日
㊎

平
日
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時

第
２
土
曜
日
／

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
祝
日
（
第
２
土
以
外
）
と
年
末

　

年
始
を
除
く

障
害
者
控
除
対
象
者
に

申
告
用
認
定
書
を
交
付

お知らせ

医
療
市
民
講
座 

開
催
の
お
知
ら
せ

無料講座

国
民
年
金
保
険
料
の
控
除

証
明
書
を
送
付
し
ま
す

お知らせ

メールマガジンで
　防災情報を発信中
今すぐメルマガに登録を！

▲登録 QR コード
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日
時
／
11
月
20
日
火
午
後
３
時 

場
所
／
石
岡
市
消
防
本
部

　

３
階
会
議
室 

内
容
／
石
岡
市
立
地
適
正
化
計
画

　

の
策
定
に
つ
い
て 

傍
聴
定
員
／
10
人

　
（
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
） 

傍
聴
受
付
時
間
／
午
後
２
時
30
分

　

～
２
時
55
分
ま
で 

※
予
定
が
変
更
に
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

問
1
都
市
計
画
課（
内
線
２
９
２
）

▼
接
続
工
事
は
、
市
に
登
録
の
あ

る
指
定
工
事
店
が
行
う
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。工
事
完
了
後
は
、

市
職
員
が
検
査
を
行
い
ま
す
。 

接
続
に
は
、
補
助
制
度
が
利
用

で
き
ま
す 

▼
下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
が

整
っ
て
い
る
地
域
に
お
住
ま
い
の

人
が
、
公
共
下
水
道
ま
た
は
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
に
接
続
す
る

と
、
浄
化
槽
の
維
持
費
用
も
生
活

排
水
の
悪
臭
も
な
く
な
り
、
長
い

目
で
み
れ
ば
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
で
す
。

　

新
築
を
除
く
、
既
存
の
浄
化
槽

ま
た
は
く
み
取
り
便
所
を
廃
止

し
、
排
水
設
備
を
整
備
す
る
工
事

の
う
ち
、
公
共
下
水
道
又
は
農
業

集
落
排
水
処
理
施
設
に
接
続
す
る

工
事
に
は
、
補
助
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
補
助
に
は
要
件
が
あ
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
2
下
水
道
課（
内
線
１
２
２
５
）

▼
城
南
地
区
公
民
館
で
生
涯
現
役

プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
の
プ
ラ
チ
ナ

応
援
券
の
交
換
が
始
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
１
日
木
以
降

場
所
／
城
南
地
区
公
民
館 

対
象
／
石
岡
市
に
住
民
登
録
の
あ

　

る
65
歳
以
上
の
方
（
プ
ラ
チ
ナ

　

応
援
事
業
対
象
者
） 

問
1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

日
時
／
平
成
31
年
１
月
13
日
日

　

午
後
１
時
か
ら

　
（
受
付
は
午
後
０
時
20
分
か
ら
）

場
所
／
石
岡
市
民
会
館　

大
ホ
ー
ル

対
象
／
平
成
10
年
４
月
２
日
～
平

　

成
11
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人

※
平
成
30
年
10
月
31
日
現
在
石
岡

　

市
に
住
民
登
録
の
あ
る
対
象
者

　

へ
11
月
下
旬
に
案
内
通
知
を
送

　

り
ま
す
。

※
石
岡
市
か
ら
他
市
町
村
へ
転
出

　

し
、
石
岡
市
の
成
人
式
に
参
加

　

を
希
望
す
る
場
合
は
申
し
込
み

　

が
必
要
で
す
。

申
込
方
法
／
12
月
10
日
月
ま
で
に

　

成
人
者
の
氏
名
・
住
所
・
電
話

　

番
号
・
生
年
月
日
・
出
身
中
学

　

校
・
世
帯
主
（
親
元
な
ど
）
の

　

氏
名
・
住
所
を
明
記
し
、
ハ
ガ

　

キ
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

問
2
生
涯
学
習
課（
内
線
１
３
６
５
）

　

〒
３
１
５-

０
１
９
５

　

石
岡
市
柿
岡
５
６
８
０
番
地
１

▼
市
役
所
・
各
店
舗
で
好
評
発
売

中
で
す
。

定
価
／
５
０
０
円
（
税
込
）

販
売
場
所
／
ア
キ
ヤ
マ
書
店
、
イ

　

チ
ム
ラ
書
店
、
カ
ギ
ヤ
楽
器
、

　

た
か
ぎ
書
店
、
市
役
所
（
秘
書

　

広
聴
課
）、
支
所
（
総
務
課
）

問
1
秘
書
広
聴
課（
内
線
２
１
４
）

成
人
式
を

　
　
開
催
し
ま
す

お知らせ

石
岡
市
都
市
計
画

審
議
会
を
開
催
し
ま
す

お知らせ

プ
ラ
チ
ナ
応
援
券

交
換
場
所
が
追
加

お知らせ

建設工事・建設コンサルタント業務の入札参加申請の受付
▶平成 31・32 年度建設工事および建設コン
サルタント業務の入札参加資格審査申請を、
県との共同受付で行います。
受付期間／平成 30 年 11 月６日火
　　　　　　　　～平成 30 年 12 月３日月

※詳しくは、県土木部監理課建設業担当また
は市ホームページをご確認ください。
石岡市での受付業務は行っていませんので、
ご注意ください。

問1契約検査課（内線 263）

下
水
道
・
農
業
集
落
排

水
処
理
施
設
へ
接
続
を

お知らせ

石
岡
市
民
の
歌
CD

　
　
　
好
評
発
売
中
！

お知らせ
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▶今回のミュージカルは、農業再生を大きなテーマ
に掲げ「赤ねぎ」や「大豆」など、当市の在来種に
スポットをあて、ＪＡ新ひたち野とＪＡやさとの協
力をいただきました。
公演情報 ------------------------------------------------------
日時／ 11月 25日日 午後６時開演
場所／石岡市民会館
対象／小学生以上
料金／一般 3,000 円・大学生以下 2,500 円
チケット販売所／（石岡地区）市民会館・市役所・
まちかど情報センター・城南地区公民館・（八郷地区）
中央公民館・八郷商工会
問石岡市民会館☎ 22-5187

情報ネットワーク●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー 

ニ
ュ
ー
ス

ギ
ャ
ラ
リ
ー

ア
ト
リ
エ
ハ
ー
ト
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
　

水
彩
画
展

日
時
／
11
月
３
日
土

　
　
　
　
　
　

〜
14
日
水
正
午

ふ
る
さ
と
風
の
会

　

 　
　

風
の
こ
と
ば
絵
展

期
間
／
11
月
17
日
土
〜
21
日
水

が
っ
て
ん
カ
フ
ェ

　

＆
が
っ
て
ん
モ
ー
ル

〜
親
切
ホ
ル
モ
ン
は
生
き
る
力
〜

▼
認
知
症
を
理
解
し
て
、
支
え
ら

　

れ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
ろ
う
。

日
時
／
11
月
24
日
土

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

内
容
／
脳
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　
　
　
　
　
「
シ
ナ
プ
ソ
ロ
ジ
ー
」

講
師
／
磯
山
候
子
氏

子
ど
も
た
ち
集
ま
れ
！

　

が
っ
て
ん
モ
ー
ル
も
同
時
開
催

▼
情
報
セ
ン
タ
ー
内
の
「
が
っ
て

　

ん
モ
ー
ル
」
で
店
員
さ
ん
と
し

　

て
働
く
と「
ま
ち
か
ど
コ
イ
ン
」

　

を
ゲ
ッ
ト
で
き
、
駄
菓
子
な
ど

　

の
お
買
い
物
が
楽
し
め
る
企
画

　

も
同
時
開
催
し
ま
す
。

ほ
ん
わ
か
脳
活
カ
フ
ェ

▼
塗
り
絵
で
敦
煌
仏
画
を
描
き
ま

　

し
ょ
う
。
参
考
彩
色
お
手
本
を

　

見
な
が
ら
墨
・
顔
彩
・
色
鉛
筆
・

　

不
透
明
水
彩
な
ど
で
彩
色
し
て

　

い
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
14
日
水
、
28
日
水

　

午
前
10
時
か
ら

パ
ソ
コ
ン
教
室

「
仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ
」

▼
初
心
者
大
歓
迎
！　

日
時
／
11
月
５
日
・
19
日
月
午
前

　

10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
３

　

時
、
午
後
３
時
〜
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市　

「
サ
ン
ド
市
」
今
月
は
17
日
土

▼
趣
味
の
手
作
り
品
、
園
芸
品
な

　

ど
が
並
び
ま
す
。
出
店
者
も
募

　

集
し
て
い
ま
す
。

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日　

　

午
前
11
時
〜
３
時

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

一
緒
に
作
ろ
う
巨
大
迷
路
！

▼
11
月
11
日
日
商
工
祭
で
、
ダ
ン

　

ン
ボ
ー
ル
で
作
る
巨
大
迷
路
の

　

制
作
を
お
手
伝
い
し
て
く
れ
る

　

人
を
募
集
し
ま
す
。
ご
連
絡
お

　

待
ち
し
て
い
ま
す
！

11
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

◆
心
と
体
の
健
康
相
談

▼
気
軽
に
血
圧
測
っ
て
お
茶
と
お

　

し
ゃ
べ
り
と
…

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

◆
ち
り
め
ん
小
物　

日
に
ち
／
11
月
３
日
・
17
日
土

チケット好評販売中
ミュージカル「しあわせのタネ」
いのちの源は、どこから来るか知っていますか

映画「かぐや姫の物語」の共同脚本などを担当
した脚本家の坂口理子さん（写真左から3人目）
による、新たに農業に取り組む若い夫婦を描い
たミュージカル。JA やさとの有機農業研修制
度「ゆめファーム」を使い、就農した福田武真
さん（恋瀬地区）と黒澤晋一さん（小幡地区）、
そして 20年前にこの研修制度を立ち上げた柴
山進さん（朝日里山学校）などに取材を行い、
石岡市オリジナルの要素が入ったミュージカル
です。主演は俳優大和田伸也さん息子悠太さん。

\ 石岡の有機農家さんを取材しました /

▲モールには、まち
かどコインを発行す
る銀行があり、コイ
ンは自分のおもちゃ
とも交換可能。

\大人も子どもも一緒に楽しもう /

☎
２
７
・
５
１
７
１

開
館
時
間
／
午
前
10
時
〜
午
後
８
時

休
館
日
／
木
曜
日
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成
人
歯
科
検
診
・

   

口
腔
が
ん
検
診（
要
申
込
）

検
診
日
（
会
場
）
／
12
月
13
日
木
・

14
日
金
・
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

※
受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
〜

　

11
時
。

申
込
方
法
／
11
月
19
日
月
か
ら
八
郷

　

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
、
フ
ァ

　

ク
ス
、直
接
窓
口
で
申
し
込
み
。

定
員
／
１
日
80
人
（
先
着
順
）

※
18
歳
以
上
対
象
で
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。

------------------------------------------

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
！

▼
医
療
機
関
で
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
／
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

　

で
受
診
券
交
付

※
土
日
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
き 

　

ま
す
。

実
施
期
限
／
平
成
31
年
２
月
28
日
木

自
己
負
担
金
／
①
子
宮
が
ん
検
診

（
20
歳
以
上
）
…
２
０
０
０
円

②
乳
が
ん
検
診
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
40
歳
以
上
）
…
１
０
０
０
円

③
エ
コ
ー
（
30
歳
以
上
）

　
　
　
　
　

  

…
１
０
０
０
円

------------------------------------------

健
康
診
査
（
地
区
健
診
）

健
診
日
（
会
場
）
／
11
月
１
日
木

　
（
小
幡
地
区
公
民
館
）・
11
月
２

　

日
金
（
ひ
ま
わ
り
の
館
）

受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
〜
11

　

時
・
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

※
大
腸
が
ん
検
診
・
肝
炎　

ウ
イ

　

ル
ス
検
査
・
39
歳
以
下
の
方
は

　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

------------------------------------------

※
健
康
診
査
（
特
定
健
診
除
く
）

　

や
が
ん
検
診
は
、
生
活
保
護
法

　

に
よ
る
被
保
護
者
や
住
民
税
非

　

課
税
世
帯
、
重
度
の
障
が
い
の

　

あ
る
人
、
65
〜
69
歳
で
後
期
高

　

齢
者
医
療
の
対
象
と
な
る
人
は

　

無
料
で
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
と

　
　

い
の
ち
の
電
話
相
談

▼
専
門
の
相
談
員
が
電
話
で
相
談

　

に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
さ

　

れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

　

だ
さ
い
。

相
談
日
時
／
毎
月
第
２
火
曜
日　

　

午
前
９
時
〜
正
午

　

午
後
１
時
〜
４
時

☎
４
３
・
６
６
５
５

　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

------------------------------------------

助
成
期
間
あ
と
わ
ず
か

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は
お
済
み
で
す
か
？

▼
予
防
接
種
の
助
成
期
間
は
平
成

　

30
年
12
月
31
日
ま
で
で
す
。
接

　

種
を
希
望
す
る
人
は
、
期
間
内

　

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
／
助
成
対
象
者
に
は
９
月

　

下
旬
に
通
知
を
送
付
し
て
い
ま

　

す
。
詳
し
く
は
通
知
を
ご
確
認

　

く
だ
さ
い
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は

　

義
務
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
接
種

　

を
希
望
す
る
人
の
み
受
け
て
く

　

だ
さ
い
。

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
４
３
・
６
６
５
５

健康ガイド ●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

頼れる食
しょっかい

改さんに教わる
　　　　　　　　お料理教室

\ 参加者募集 /土曜日開催！平日忙しい人のための /

石岡保健センター☎ 24-1386　　八郷保健センター☎ 43-6655

食改さんとは、食卓を充実させ地域の健康づくり
のために活動する人のことで、食生活改善推進員
の略称です。市内には 133 人の食改さんがいて、
食の伝道師として各地区で活動中！

自分のために、家族のために受けよう
子宮がん・乳がん検診

● おやこ料理教室
日時／12月1日土午前9時30分～午後1時
場所／八郷保健センター
対象／小学生親子　
定員／ 20人（先着順）
申込先／八郷保健センター
●  働き世代の料理教室
　～野菜たっぷりメニュー～
日時（場所）／① 12月 1日土午前 9時  
30 分～午後 1時（府中地区公民館）
② 12月 8日土午前 9時 30 分～午後 1時
（八郷保健センター）

対象／ 20～ 60歳代の主に就労者。家族 
　単位での参加も大歓迎。　
定員／各日 20人（先着順） 
持ち物／エプロン・三角巾・筆記用具
申込先／ ①は石岡保健センター
　　　　 ②は八郷保健センター
※①と②は同内容です。どちらか一方にお
　申し込みください。 

--------------------------------------------------------------
共通事項／ 11 月 20 日火までに電話また
　は直接窓口で申し込み。
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スポーツ情報●テレホンサービス（緊急診療をお知らせ）☎ 0800-800-7766

　8 月 18 日、東京都江東区の東京辰巳国際水
泳場で「Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳大会」が開催
され、石岡市からは 11 人の選手がエントリー。
その中で磯畑麗桜さんが、小学 3・4 年生女子
50m 平泳ぎとバタフライの 2 部門で第 1 位に
なり優秀選手賞を受賞しました。
　今年は 2020 年の東京五輪に向け、パラリ
ンピックに出場した選手との交流イベントも
実施。当日は日本水泳連盟資格級 1 級の標準
タイムをクリアした全国 26 都道県小・中学生
672 人が白熱したレースを繰り広げられまし
た。本大会は今年で 19 回目を迎え、3 年前か
ら障がいの有無に関わらず誰もが参加できるよ
うになり、今年は12人のパラジュニアアスリー
トが参加しました。

　石岡市スポーツ少年団では、平成 28 年度か
ら第 74 回茨城国体に向けた取り組みとして市
内 41 のスポーツ少年団（軟式野球・バレーボー
ル・剣道・バドミントン・サッカー・柔道・空
手道・水泳）が、毎年千羽鶴２本を作成し、茨
城県体育協会に贈呈しています。
　贈呈した千羽鶴は、９月 18 日、第 73 回国
民体育大会団結式で茨城県選手団に贈呈されま
した。
　スポーツ少年団では、さまざまなスポーツ活
動を行い、たくさんの仲間をつくることができ
ます。みなさんも仲間になって楽しい汗を流し
ましょう。入団希望はお気軽にお問い合わせく
ださい。問石岡市スポーツ少年団本部事務局（石
岡運動公園体育館内）☎ 26-7210

第
31
回
茨
城
県

　
　
　
　
市
町
村
ゴ
ル
フ
大
会

優
勝
／
石
岡
市
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　

ゴ
ル
フ
部

▼
石
岡
市
体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部

（
金
澤
正
幸
会
長
）は
、８
月
30
日
、

第
31
回
茨
城
県
市
町
村
ゴ
ル
フ
大

会
で
悲
願
の
初
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

９
人
の
選
手
が
参
加
。
上
位
７

人
の
ス
コ
ア
で
競
い
、
２
５
１
ス

ト
ロ
ー
ク
（
１
人
平
均
74
・
４
）

の
好
ス
コ
ア
を
叩
き
出
し
、
２
位

に
12
ス
ト
ロ
ー
ク
の
大
差
を
つ
け

て
の
優
勝
。

　

本
大
会
の
勝
因
は
「
20
代
の
若

手
２
人
の
活
躍
（
69
・
74
）
と
選

手
全
員
が
１
打
に
思
い
を
込
め
て

身
の
丈
の
プ
レ
ー
に
徹
し
た
こ

と
」
と
金
澤
会
長
は
話
し
ま
す
。

　

シ
ニ
ア
の
部
は
、
９
月
19
日
宍

戸
ヒ
ル
ズ
Ｃ
Ｃ
で
決
勝
戦
が
開
催

さ
れ
、
３
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

------------------------------------------

平
成
30
年
度 

第
70
回
石
岡
地
方

中
学
校
野
球
大
会

８
月
18
日
～
22
日
、柏
原
野
球
場
・

　

染
谷
球
場

優
勝
／
都
和
中

準
優
勝
／
八
郷
中
学
校

------------------------------------------

石
岡
市

　
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
市
民
大
会

９
月
７
日
、
石
岡
運
動
公
園
多
目

的
広
場

男
子
優
勝
／
小
貫
巳
二
男

女
子
優
勝
／
長
谷
川
久
子

------------------------------------------

石
岡
市
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
秋
季
大
会

９
月
２
日
・
９
日
、
八
郷
総
合
運

動
公
園
多
目
的
広
場
・
石
岡
運
動

公
園
多
目
的
広
場

優
勝
／
ブ
レ
イ
ド

第 74 回茨城国体に向けた取り組み
～茨城県選手団応援プロジェクト～
千羽鶴を作成し、選手団に贈呈実施

Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳競技大会で
市内在住の磯畑麗

れ お

桜さんが
　　　　　　　　優秀選手賞を受賞

ス
ポ
ー
ツ
の

　
　
　
大
会
結
果

  結　果

 広報いしおか 11 月１日号　№３１４　　２０　　　　　　　



み
ん
な
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

▼
初
心
者
か
ら
経
験
者
ま
で
、
楽

し
く
プ
レ
イ
し
て
日
々
の
楽
し
み

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。
初
心
者
に

は
楽
し
く
・
親
切
・
丁
寧
に
指
導

す
る
の
で
安
心
で
す
。

日
時
／
12
月
７
日
金
・
18
日
火
、

　

１
月
11
日
金
・
22
日
火
、
２
月

　

８
日
金
・
19
日
火
、
３
月
８
日

　

金
・
19
日
火
（
全
８
回
・
午
前

　

９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

講
師
／
Ｔ
Ｂ
Ｇ
認
定
指
導
員

　
　
　

 

有
資
格
者

定
員
／
60
人

し
め
飾
り
作
り
教
室

▼
手
作
り
の
し
め
飾
り
を
玄
関
に

飾
り
、
新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
①
12
月
20
日
木
・
②
21
日

金
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

講
師
／
塚
田 

ヒ
ロ
子 

先
生

参
加
費
／
１
０
０
０
円

定
員
／
①
・
②
各
15
人

室
内
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

▼
シ
ャ
フ
ル
ボ
ー
ド
や
流
行
り
の

カ
ー
リ
ン
グ
に
似
た
ユ
ニ
カ
ー
ル

な
ど
、
楽
し
い
室
内
ス
ポ
ー
ツ
を

体
験
で
き
ま
す
。

日
時
／
12
月
27
日
木
・
１
月
29
日

　

火
・
２
月
19
日
火
・
３
月
19
日

　

火
（
全
４
回
・
午
後
１
時
30
分

　

～
３
時
）

講
師
／
石
岡
市
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　

ク
ラ
ブ

定
員
／
30
人

体
に
い
い
ケ
イ
ラ
ク
体
操

▼
ケ
イ
ラ
ク
・
ヨ
ガ
や
ゆ
っ
く
り

め
の
リ
ズ
ム
体
操
で
、
健
康
な
身

体
を
つ
く
ろ
う
！

日
時
／
12
月
21
日
金　

　

午
前
10
時
～
11
時

講
師
／
栃
本
恵
子 

先
生

定
員
／
40
人

------------------------------------------

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡

　

ひ
ま
わ
り
の
館

申
込
方
法
／
11
月
１
日
木
～
14
日

　

水
に
直
接
窓
口
ま
た
は
電
話
で

　

申
し
込
み
。
定
員
を
超
え
た
場

　

合
は
抽
選
。
月
曜
休
館
日
。

問
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡
ひ
ま
わ

　

り
の
館　

☎
３
５
・
１
１
２
６

ひ
ま
わ
り
の
館

　
　
　
　
　
講
座

  募　集

市
長
日
記
vol.50

10
月
１
日 

　 

医
は
仁
術
な
り

　

若
手
職
員
に
よ
る
庁
内
横
断
的

な
組
織
「
安
心
医
療
サ
ー
ビ
ス
検

討
チ
ー
ム
」
の
報
告
会
を
聞
き
ま

し
た
。11
人
の
男
女
メ
ン
バ
ー
が
、

今
後
の
医
師
不
足
に
つ
い
て
集
中

的
に
議
論
し
た
内
容
で
す
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
使
っ
た
子
ど
も
の
医

療
相
談
シ
ス
テ
ム
や
１
１
９
番
産

急
車
、
医
師
の
寄
付
講
座
な
ど
見

事
な
提
案
が
あ
り
、
そ
れ
ら
に
対

し
私
は
「
短
時
間
で
よ
く
ま
と
め

た
」
旨
の
寸
評
を
加
え
ま
し
た
。

　

検
討
チ
ー
ム
が
、
石
岡
の
地
域

医
療
の
緊
急
性
を
感
じ
と
り
、
政

策
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
草
間
吉
夫
さ

ん
の
指
導
の
も
と
仕
事
の
合
間
を

縫
っ
て
こ
の
提
言
を
ま
と
め
た
こ

と
は
「
立
派
」
の
一
言
で
す
。

　

石
岡
の
地
域
医
療
を
考
え
る
と

き
、
市
医
師
会
に
お
け
る
歴
代
の

先
生
方
の
存
在
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す
。

　

昭
和
54
年
に
石
岡
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
（
現
保
健
セ
ン
タ
ー
）

が
完
成
し
た
際
、
医
師
会
長
だ
っ

た
川
並
輝
さ
ん
は
次
の
よ
う
な
一

文
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

「
我
々
、
市
医
師
会
員
は
、
こ
の

石
岡
地
方
に
お
い
て
、
代
々
の
医

業
を
受
け
継
ぎ
、
発
展
さ
せ
て
参

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
未
来
に
向

か
っ
て
医
療
を
と
お
し
て
、
社
会

の
福
祉
に
尽
く
す
よ
う
に
、
医
師

会
と
し
て
の
連
帯
と
、
団
結
を
強

固
に
し
た
い
と
考
え
ま
す
」

　

ち
な
み
に
、
市
医
師
会
は
昭
和

28
年
の
設
立
時
か
ら
小
美
玉
市
と

か
す
み
が
う
ら
市
を
含
む
広
域
の

組
織
で
、
駅
前
に
あ
っ
た
石
岡
協

同
病
院
の
公
営
化
や
県
内
初
の
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
設
置
、
医

師
会
病
院
の
建
設
な
ど
、
時
代
に

即
し
た
地
域
医
療
対
策
を
、
次
々

と
打
ち
出
し
て
い
ま
し
た
。

　

と
り
わ
け
、
川
並
氏
の
跡
を
継

い
だ
松
葉
弘
会
長
は
、
地
域
医
療

に
か
け
る
熱
い
想
い
を
た
ぎ
ら
せ

て
、
昭
和
61
年
に
石
岡
市
医
師
会

病
院
の
診
療
開
始
に
こ
ぎ
つ
け
ま

し
た
。

　

開
業
し
て
１
年
、
そ
れ
ま
で
の

道
の
り
を
振
り
返
っ
て
、
松
葉
会

長
は
述
懐
し
て
い
ま
す
。

「
昭
和
49
年
８
月
、
市
と
協
力
し

て
、
石
岡
市
民
医
療
懇
談
会
を
設

け
研
究
す
る
と
共
に
、休
日
診
療
、

予
防
医
学
に
そ
の
拠
点
づ
く
り
に

専
念
し
た
。
…
…
最
後
に
、
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
は
、
こ
の
地

域
に
根
ざ
し
た
中
核
的
病
院
で

あ
っ
た
。
…
…
医
師
と
患
者
の
信

頼
関
係
に
も
と
づ
く
、
医
療
の
一

貫
性
を
保
ち
、
患
者
を
中
心
と
す

る
家
族
住
民
が
安
心
し
て
そ
の
健

康
を
託
せ
る
型
と
し
て
、高
機
能
、

高
度
医
療
の
可
能
な
病
院
の
設
立

を
念
願
し
た
」
ま
さ
に
熱
意
ほ
と

ば
し
る
文
章
で
す
。

　

そ
し
て
30
年
後
の
今
、
石
岡
市

の
医
療
環
境
は
大
き
く
変
貌
し
ま

し
た
。
新
た
な
課
題
は
、
産
科
医

と
小
児
科
医
の
確
保
、
緊
急
診
療

体
制
の
充
実
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

10
月
末
に
市
民
会
館
で
開
催
の
第

３
回
市
民
医
療
懇
談
会
で
、
そ
の

方
向
性
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

医
は
仁
術
な
り
、
歴
代
の
赤
ひ

げ
先
生
た
ち
の
顔
を
思
い
浮
か
べ

な
が
ら
、
こ
の
含
蓄
の
あ
る
言
葉

を
噛
み
し
め
て
い
ま
す
。

文
・
今
泉
文
彦

そろそろ新年が
　近づいてきます
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正
11
年
に
常
陸
国
分
寺
跡

は
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
昭
和
27
年
に

史
跡
の
中
か
ら
特
に
優
れ
た
も
の

か
ら
選
ば
れ
る
特
別
史
跡
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
数
度
に
わ
た
る
発
掘

調
査
の
結
果
、
中
門
・
金
堂
・
講

堂
が
一
直
線
に
並
び
、
中
門
か
ら

金
堂
に
か
け
て
回
廊
が
巡
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
い

ま
だ
に
七
重
塔
は
正
式
に
調
査
は

行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
（
候
補
地

は
あ
り
ま
す
）、
奈
良
・
平
安
時

代
の
巨
大
な
寺
院
の
様
子
が
復
元

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

　

石
岡
市
教
育
委
員
会
で
は
近
年

の
発
掘
調
査
の
成
果
を
展
示
し
つ

つ
、
現
在
策
定
中
の
保
存
活
用
計

画
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

図書館つうしん

時の記憶
シリーズ 153

特別史跡常陸国分寺跡
近年の発掘調査の成果

大 
一
番
面
白
い
読
み
手
は
誰
だ

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
開
催

▼
読
ん
で
面
白
い
と
思
っ
た
本
を

紹
介
し
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

行
い
投
票
で
１
番
読
み
た
く
な
っ

た
本
を
決
定
し
ま
す
。

日
時
／
12
月
９
日
日
午
後
２
時

　

～
４
時
（
次
回
は
平
成
31
年

　

１
月
27
日
日
）

※
当
日
は
紹
介
し
た
い
本
を
必
ず

　

１
冊
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
会
議
室

対
象
／
市
民
・
広
域
利
用
者

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

※
２
人
以
上
集
ま
れ
ば
実
施
し
ま

　

す
。
見
学
も
可
能
で
す
。

参
加
費
／
無
料

講
師
／
藤
原
龍
一
郎
氏
（
石
岡
市

　

図
書
館
文
化
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

申
込
方
法
／
図
書
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

　

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

【11 月の休館日】５日月・12 日月・19 日月・22 日木・26 日月・29 日木
※平日は午後 7 時まで開館しています。（土日は午後 5 時閉館）　問中央図書館　☎ 24‒1507

中央図書館図書館 
　こども図書館本の森
おはなし玉手箱
　３日土午前 10 時 30 分～
ひよこのおはなしかい
　８日木午前 10 時 30 分～
おはなし会
  17 日土午前 10 時 30 分～

中央公民館
おはなしフレンズ
  10 日土午後 2 時 30 分～
---------------------------------------------
※申し込みは不要です。すべ
て 30 分程度で、赤ちゃん連れ
でも大丈夫です。安心してお越
しください。

11 月の楽しいおはなし会

問文化振興課
☎ 43-1111（内線 1323）

▲読み聞かせボランティアの皆さん。季節に
あわせて絵本を選び、手遊びなども取り入れ
たおはなし会です。

文
化
講
座
・
参
加
無
料

「
漱
石
作
品
の
魅
力
」

▼
「
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
な
ど
、

も
は
や
知
ら
な
い
人
は
い
な
い
作

家
・
夏
目
漱
石
に
つ
い
て
、
深
く

掘
り
下
げ
ま
す
。

日
時
／
11
月
18
日
日

　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
会
議
室

対
象
／
一
般

定
員
／
50
人
（
先
着
）

講
師
／
中
島 

国
彦
氏

　
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）

申
込
方
法
／
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
へ

直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

城
南
地
区
公
民
館

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

▼
11
月
29
日
木
、
公
民
館
臨
時
休

館
に
伴
い
、
館
内
図
書
室
も
お
休

み
し
ま
す
。

▲伽藍の西側 瓦溜の様子

特別史跡常陸国分寺跡

日時／ 10 月 31 日水から平成 31 年２月３日日 
場所／ふるさと歴史館（石岡小学校敷地内） 
開館時間／午前 10 時から午後４時 30 分
　　　　（月曜休館・月曜日が祝祭日の場合はその翌日） 
※ 11 月 10 日土午前 10 時から、展示担当者による解説を行います。 

近年の発掘調査の成果  ‐保存活用計画のすゝめ‐

穂村弘に聞く！
　「読書のよろこび」

場所／中央図書館 3 階 読書室 
時間／午後２時～３時 30 分
講師／歌人・穂村 弘氏

（代表作「きっとあの人は眠って
いるんだよ」） 
対象／一般　定員／ 100 人（先着） 
申込／ 11 月 13 日火から受付
申込方法／図書館カウンターへ直
接、またはお電話で申し込み。

歌人・エッセイストであり、無類
の読書家である穂村弘氏に、自ら
の体験に基づいた読書の面白さを
語っていただく、充実の90分です。 

12 月 16 日 日（参加無料）
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石
岡
俚
謡
会石　

岡　

石
塚　

芳
華

憂う

さ
も
悩
み
も　

す
っ
ぽ
り
消
し
て

　

月
が
見
せ
て
る　

大
宇
宙

南　

台　

香
倶
耶
姫　

月
見
団
子
に　

芒
を
添
え
て

　

う
さ
ぎ
探
し
た　

幼
い
日

い
し
お
か
俳
句
同
好
会

東
田
中　

川
島　

市
郎

足
技
が
勝
負
を
決
め
る
栗
拾
い

南　

台　

菅
野　

憲
枝

母
小
さ
し
稲
穂
の
匂
う
畔
に
立
ち

石　

川　

田
口　

美
子

豊
漁
や
財
布
に
嬉
し
初
さ
ん
ま

三　

村　

田
端　

俊
行

新
米
や
両
手
に
掴
む
握
り
飯

北
府
中　

野
村
畝
津
子

筑
波
嶺
の
で
で
っ
ぽ
う
ぽ
う
秋
羅

逝
く

や
さ
と
俳
句
会

柿　

岡　

岡
村　

素
泡

老
杉
に
ど
こ
ま
で
縋
る
蔦
紅
葉

片　

岡　

馬
場　

小
零

小
さ
く
も
恵
み
溢
れ
て
冬そ

よ

ご青
の
実

宇
治
会　

秋
山　

享
弘

時
の
門
桜
紅
葉
を
支
へ
を
り

俳
句

石
岡
短
歌
同
好
会

府　

中　

山
口　

文
子

筑
波
嶺
は
父
も
登
り
し
山
な
れ
ば
た

だ
に
懐
し
面
影
浮
か
ぶ

井　

関　

木
間
塚
具
子

譲
ら
れ
し
江
戸
褄づ

ま

模
様
の
せ
い
そ

な
る
梅
と
鳳
凰
に
祖
母
の
た
ち
く
る

北
根
本　

大
塚　

豊
子

雨
上
り
虫
鳴
く
声
に
夜
の
ふ
け
し

北
府
中　

大
村
み
ち
ゑ

す
ぐ
解
け
る
氷
菓
に
つ
き
ぬ
話
か
な

山　

崎　

鈴
木　

君
江

迷
い
入
り
出
口
に
惑
う
シ
ジ
ミ
蝶

命
永
ら
え
よ
窓
開
け
放
つ

真　

家　

川
崎　

夫
久

我
が
定
め
幾
秋
惜
し
む
百
二
才
雲
行

く
ま
ゝ
に
我
も
行
き
た
し

文芸いしおか

石　

岡　

外
川　

な
を
み

戯
れ
に
残
飯
散
ら
し
た
裏
庭
に
今

朝
も
雀
ら
つ
れ
だ
ち
て
来
る

東
光
台　

内
田
千
代
子

猛
暑
ゆ
え
八
十
歳
の
わ
れ
外
出
は

ひ
か
え
て
着
な
い
夏
の
お
し
ゃ
れ
着

高　

浜　

大
嶋　

全
江

ふ
き
つ
け
る
出
窓
の
雨
の
十
二
号

テ
レ
ビ
の
テ
ロ
ッ
プ
独
り
見
く
ら
ぶ

八
郷
短
歌
会片　

野　

小
野
瀬
も
と

目
の
衰
え
耳
遠
く
な
り
し
も
手
押

し
車
に
歩
く
を
良
し
と
す
庭
を
行

き
来
し

柿　

岡　

小
林　

渥
子

返
信
の
遅
れ
ま
づ
詫
び
カ
サ
ブ
ラ

ン
カ
の
咲
く
こ
ろ
是
非
と
友
を
招

き
ぬ

山　

崎　

鈴
木　

菫　

亡
夫
の
作
百
日
草
の
油
絵
が
今
日

も
や
さ
し
く
見
守
り
く
る
る

　
　

国　

府　

島
田　

雪
う
さ
ぎ

月
が
優
し
く　

萩
花
照
ら
す

　

母
と
歩
い
た　

散
歩
道

南　

台　

平
井　

弥
生
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文化協会だより
▶子ども劇場は子どもの豊かな感性を育むた
め、1966 年に福岡で始まり、全国に広がり
ました。「いしおか子ども劇場」は、1995 年
に土浦子ども劇場から独立し発足しました。 
主な活動は、子どものための舞台の鑑賞会や
ワークショップ・様々なあそび体験の機会を
つくっています。また、県内子ども劇場、お
やこ劇場（5 劇場）の協働事業として、子ど
もの文化についての学習・研修・交流を行っ
ています。 私たち
は、親と子が大勢
の仲間と鑑賞した
り一緒にあそび、
共に笑ったり泣い

たりする時間が、子どもの心が育つかけがえ
のない貴重な時間となると考えています。

会員／ 53 名　年会費／ 5,000 円
問いしおか子ども劇場　
☎ 090-7949-7972（担当・川俣）

第３回  いしおか子ども劇場

　　　　　　　２３　　広報いしおか 11 月１日号　№３１４



わが家のアイドル

◀QRコードで簡単応募 !

鴻巣俐
り な

菜ちゃん
（7か月）

（石岡）
あやしてくれる 7
歳と5歳のお兄ちゃ
んが大好きな娘。素
敵な笑顔をたくさん
見せてね。

小松﨑龍
りゅうと

斗ちゃん
（2歳 3か月）
　　 遥

は る と

斗ちゃん
（3か月）

（柿岡）
これからも兄弟仲良
く、たくましく育っ
てね！パパとママの
大切な宝物だよ♡

■市内在住の未就学児のお子さんの写真を
　広報紙に掲載しませんか？
■メールに写真を添付してお送りください。

平成30年11月1日　編集／石岡市 秘書広聴課　☎0299‐23‐1111　内線213　〒315‐8640茨城県石岡市石岡一丁目1番地1

ホームページアドレスhttp://www.city.ishioka.lg.jp/　電子メールkouhou@city.ishioka.lg.jp　メールマガジンをご利用ください。　　　 

　　環境にやさしい植物油インキを使用しています。

岡市では、自転車を活用したまちづ
くり「りんりんタウン構想」を進め

ています。そこで自転車通勤を行う自転車
ツーキニストの疋田氏とサイクルライフナ
ビゲーターの絹代氏を招いて、シンポジウ
ムを開催します。自転車は環境にも健康に
もよい交通手段。石岡でどんなサイクルラ
イフが送れるか一緒に考えてみませんか？

内容
●りんりんシンポジウム（申込不要）
\ ほかにもいろいろ。充実の体験ブース /
●幼児向けランニングバイク
●自転車体験ブース
●飲食販売ブース
●自転車の運転ルールコーナー

問政策企画課　☎ 23-1111（内線 226）

石

疋
ひきた

田 智氏：自転車評論家。1966 年
生、宮崎県日南市出身。東京大学文
学部卒、同大工学系大学院都市工学
科修了。学習院大学生涯学習セン
ター非常勤講師（自転車学）。自転
車に関する著書『自転車の安全鉄則』
『自転車ツーキニスト』『ものぐさ自
転車の悦楽』など多数。本業は TBS
のプロデューサー。

絹代氏：
サイクルライフナビゲーター。イベン
ト等のMCや記事の執筆のほか、メディ
アでの情報発信など、自転車の魅力を
伝えるとともに、自転車を軸に、健康
増進や美容、エコのフィールドで活躍
中。自転車を使った地域おこしや、子
ども自転車教室などの普及活動も行
う。自転車活用推進研究会理事。

りんりんシンポジウム 出演者

11月17日 土
午後 0時 30 分ー 3時 30 分

JR 石岡駅西口
御幸通り

とき

ところ

歩行者天国

※交通規制は午前 11時 30分～午後 4時まで

自転車天国

大人も子どもも
　　　レッツサイク

リング！
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